
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
が
ら
、

新
た
な
施
設
の
開
設
を
目
指
し
、
施
設

の
あ
り
方
を
含
め
、
基
本
的
な
方
向
を

決
定
す
る
検
討
を
進
め
ま
す
。

⑤
観
光
事
業
の
充
実
で
は
、
本
年
４
月
、

上
里
の
町
民
の
森
自
然
公
園
周
辺
が
森

林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
認
証
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
森
林
が
も
た
ら
す

健
康
増
進
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
、
多

く
の
人
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
取
り
進
め

ま
す
。

ま
た
、
当
面
花
を
中
心
と
し
た
取
り
組

み
を
進
め
、
豊
か
な
自
然
景
観
を
有
効

に
活
用
し
、
多
く
の
観
光
客
を
誘
致
す

る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
支
援
を
行

な
い
ま
す
。

⑥
事
務
事
業
の
民
間
委
託
で
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
い
ち
い
の
園
等
の
民
間

移
譲
、
町
営
バ
ス
と
町
道
維
持
管
理
業

務
の
民
間
委
託
等
に
つ
い
て
、
外
部
委

託
検
討
委
員
会
か
ら
の
報
告
内
容
を
基

本
に
、
目
標
年
度
を
設
定
し
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

⑦
住
民
満
足
度
の
定
点
調
査
で
は
、
今
後

の
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
参
考
と
す
る

た
め
、
施
策
等
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ

ん
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
ど
の
程
度
の

満
足
感
を
も
た
れ
て
い
る
か
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

⑧
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
き

ま
し
て
は
、
住
民
と
の
情
報
を
共
有
し

た
町
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
取
り
組

み
を
検
討
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
施
策
を
実
行
す
る

た
め
に
は
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
団

体
の
活
性
化
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
人
づ
く
り
研
修
事
業
」
を
団
体
の
支
援

ま
で
拡
大
し
、
更
な
る
人
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
「
ラ
ン
プ
の
宿
森
つ
べ
つ
」
は
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
㈱
ア
ン
ビ
ッ
ク
ス
が

運
営
し
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い
経
営
環
境

下
に
あ
り
、
相
互
に
協
力
し
合
い
な
が
ら

利
用
拡
大
に
努
め
ま
す
。

津
別
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
よ
り

「
新
行
政
改
革
大
綱
推
進
計
画
」
の
答
申

を
受
け
て
、
こ
れ
を
第
５
次
総
合
計
画
の

期
間
に
連
動
さ
せ
、
引
き
続
き
行
政
改
革

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

行
政
が
公
共
・
公
益
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

全
て
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る

中
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
共
通
す
る

目
的
の
も
と
に
、
公
益
的
な
活
動
を
行
う

住
民
協
働
社
会
の
実
現
を
目
指
す
仕
組
み

づ
く
り
を
、
自
治
会
組
織
な
ど
関
係
団
体

と
連
携
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

の
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

３
月
９
日
か
ら
始
ま
っ
た
定
例
町
議
会

に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
予
算
の
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
議
会
開
会
の
冒
頭
で
佐

藤
町
長
か
ら
予
算
提
案
に
あ
た
り
町
政
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。（
町
政
方
針
の
全
文
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
昨

年
、
天
候
不
順
や
疫
病
に
よ
り
、
大
幅
な

収
量
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
畑
作
共
済
金

の
補
て
ん
と
玉
ね
ぎ
の
品
薄
状
態
か
ら
価

格
が
高
騰
し
、
平
年
に
近
い
収
入
が
確
保

さ
れ
ま
し
た
。

林
業
、
林
産
業
は
、
個
人
住
宅
の
建
設

が
上
向
き
に
な
り
、
や
や
明
る
さ
を
取
り

戻
し
て
い

ま
す
が
、

依
然
と
し

て
厳
し
い

状
況
が
続

い
て
い
ま

す
。建

設
土

木
業
は
、

国
の
景
気

浮
揚
策
に

よ
る
各
種
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
す
る
公

共
事
業
の
受
注
増
に
よ
り
、
町
内
経
済
に

活
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
平
成
23
年
度
の
予
算

編
成
は
、
本
町
の
町
づ
く
り
の
基
本
で
あ

る
「
第
５
次
総
合
計
画
」
と
こ
の
計
画
に

連
動
す
る
「
中
期
財
政
計
画
」
と
と
も
に
、

一
つ
一
つ
着
実
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

①
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
津
別
町
多
目
的

活
動
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に「
町
は
舞
台
、

町
民
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

②
廃
屋
対
策
で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
動
し
、
市
街
地
に

お
け
る
廃
屋
の
調
査
、
対
象
物
件
の
設

定
、
助
成
要
件
な
ど
を
検
討
し
進
め
て

い
き
ま
す
。

③
ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
で
は
、
新
し
い

商
品
の
検
討
や
森
林
セ
ラ
ピ
ー
弁
当
の

PR
な
ど
、
す
で
に
取
り
組
み
を
開
始
し

て
い
る
も
の
を
大
事
に
し
て
、
総
合
計

画
の
地
場
産
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

④
こ
ど
も
園
と
支
援
セ
ン
タ
ー
併
用
施
設

の
開
設
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
適
切

今　　　　年　　　　度　　　　の 主　　　　な　　　　事　　　　業

町
政
方
針

美
し
く
て
美
味
し
い
町
に

一
つ
一
つ
着
実
に
事
業
を

実
施

８
つ
の
公
約
の
推
進

地
域
振
興
の
推
進

町政方針を述べる佐藤町長

旧営林署跡地に建設されたまちなか団地

行
財
政
改
革
を
推
進

本年度は鹿侵入防止柵を25km整備

臨時保育士２名を雇用します

地域を支える医療拠点の津別病院 社会教育施設の屋上を改修します

まちづくりの拠点となる「さんさん館」

住
民
と
協
働
の
ま
り
づ
く
り

【総務費】

・多目的活動センター管理運営経費　1,307万円

４月１日にオープンする津別町多目的活動センター（さんさん館）

の管理に係る経費

・森林セラピー事業関連経費　724万円

森林セラピー基地認証に伴う関連事業に係る経費

・町勢要覧発行経費　295万円

2011年版町勢要覧作成（3,000部）に係る経費

【民生費】

・社会福祉管理経費　185万円

ＮＰＯ法人津別手をつなぐ育成会への助成

・老人福祉扶助費　1,200万円

バス無料乗車券は70歳以上を交付対象としていたが、療育手帳、

精神保健福祉手帳所持者も対象として助成を拡大

・保育所運営経費　234万円

障害児保育のため２名の臨時保育士の雇用に係る経費

【衛生費】

・地域医療維持助成事業　5,000万円

住民の健康を守る地域医療を維持確保するため津別病院に助成

・一般廃棄物最終処分場管理経費　2,968万円

ろ過原水ポンプ等の施設器具の修繕に係る経費

【農林業費】

・鹿侵入防止柵設置工事事業　1億3,000万円

鹿の農作物被害防止対策等で鹿侵入防止柵設置（Ｌ＝25km）

に係る経費

【土木費】

・まちなか団地建設整備事業　2億980万円

（委託料18万円、工事請負費1,282万円、公有財産購入費1億9,654万円、

補償補填及賠償金26万円） 町営住宅16戸の建設に係る経費

・特定公共賃貸住宅建設整備事業　2億900万円

（委託料2,658万円、工事請負費1億8,242万円）

特定公共賃貸住宅（緑町８戸、新町４戸）の建設に係る経費

・雪寒建設機械導入事業　3,526万円

除雪ドーザー１台、ロータリー除雪装置１台の購入に係る経費

【教育費】

・津別高校振興対策事業　1,613万円

津別高校の二間口を維持し地元高校存続のための振興対策として、

バス通学費や教科書の補助を行う

・社会科副読本作成経費　211万円

学習指導要領の改正に伴う社会科副読本作成に係る経費

・中央公民館、トレーニングセンター施設整備事業　4,747万円

中央公民館、トレーニングセンターの屋上防水改修工事に係る経費


